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あけましておめでとうございます。
昨年は色々とお世話になり、ありがとうございました。

今年も変わらぬ交流をよろしくお願いいたします。
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洵はそろそろ3歳、由奈は1歳になります。由奈は大きくなり、お兄ちゃんに負けじとついていこうとしています。洵はまだお兄ちゃんぶりが下手ですが、彼なりに妹の面倒を見ているつもりのようです。子供の成長の早さにはただ驚くばかりです。

それに比べてなかなか成長しないのが親であるようです。今年はりんご栽培と子育てに頑張って、農業人としても、母親としても成長したいと思っております。
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朝日町の中心街に地元で生産された農産物を販売する産直市場が、11月オープンしました。
清野りんご園をはじめ15戸の農家が丹精込めて作った、新鮮で安全な野菜や山菜、果物など、旬の農産物を買えます。まだまだ小さい店ですが、これから地元に根付いた産直市場として、会員数も増やし、もっと充実した店にしたいと思っております。

不器用な百姓たちと会って、田んぼや畑、果樹園の自慢話を聞いてみませんか。
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観光ボランティアガイド
山形の名勝地、山寺を訪れる外国人観光客を案内するための、県主催の観光ボランティアガイド
の勉強会がありました。
僕も韓国語のガイドとして、山寺の歴史や文化的価値などについて学びました。仏教の教え、建築物のすばらしさ、言葉を楽しむ俳句、春夏秋冬の自然の楽しみ方などなど。
これらのすばらしい宝物を、山寺を訪れる僕の母国である韓国の観光客に伝える事ができればと思います。日本語で日本人の観光客に案内できる日を夢見て、百姓がてら山寺をもっと勉強し楽しみたいと思います。

　　　　　　　　　　りんご園の冬

忙しかったりんごの収穫もすっかり終わり、今のりんごの樹は肩の荷も下りて、冬の静かな時をふわふわで真白いふとんの中で眠っております。いずれやってくる暖かい花の季節を夢見ているのかもしれません。　　


冬の雪はりんごの樹にとって過酷な試練でもあります。　　　　　　　　　
雪が枝に積もりすぎて、樹が折れたり、大枝が裂けたりするからです。

そのような事が起こらないように、りんごの樹の雪下ろしをします。畑までの道が除雪されて

いないので、畑までは雪をかき分けて歩いていきます。白銀の中での孤独な作業。大変ですが、りんごの樹を守るため、真っ黒に雪焼けしながら頑張りたいです。
世界のりんごことわざ

りんごは、昔から人々の生活に深く関わっており、世界中にはりんごにまつわることわざが多くあります。その中から、二つ紹介します。

りんごの実はりんごの木から遠くへは落ちない　　フィンランド
子供たちは長所も短所も多くの点で親に似ている、という意味です。

日本の「蛙の子は蛙」と同じ意味です。わたしの長所と短所ってなんだろう・・・？そして、
旦那は・・・　そしたら子供たちは・・・。
りんごの木は根に虫がいると萎える　　ラトヴィア　
　　家族の中で、夫婦はりんごの木でいえば、根のようなもの。一方、父母の温かい愛情で育つ子供たちは実。養分を吸い上げる根はりんごの木にとって大切な部分で、ここに虫がいて根をいためるようであれば、木は枯れてしまいます。同じように、夫婦の間に何かわだかまりがあると、家庭が壊れてしまいますよ、仲良くしてくださいね、という意味です。
　





















　　十月二十日に行われた、りんご園のいも煮会。おいしいいも煮を囲んでのお客様との交流。その日だけは、私達もりんごの忙しさを忘れてゆっくり楽しむ事ができました。そして、帰り際の、楽しかった、来年も来たいですの一言、本当に嬉しかったです。本当にありがとうございました。


　　


私たちにとって、お客様が畑に来てくれる事はとても嬉しい事です。もっとたくさんの人にりんご園に遊びに来てほしいと思います。いつでも歓迎します。今年は、りんごの花見なんていかがでしょうか？





　　


それでは、今年も皆様にとって良い年でありますように・・・





　　





力強く太陽に向かって伸びている枝は、りんご農家の命のようなものです。枝先まで手入れをし、良いりんごがなるように大切に扱います。














平成のりんごプロジェクト


　


朝日町の自慢の資源を活用し、地域に根付いた新しい産業の開発、そして、新たな雇用の創出を目指すプロジェクトが、この町で動き出しました。


　このプロジェクトでは、起業


や、事業の多角化などに取り組もうとする町民を、町が全面的にバックアップする体制が整っています。


わたしも、りんご園の発展、


この町をもっと元気にしたい、


何か新しい事を始めたいなどの思いから、このプロジェクトに参加しました。そして今、人材育成のための勉強、農産物加工の研修のため、毎週学校に通っています。


通っている所が、母校の小学校で、二十年前の事を懐かしく思いながらの授業です。


様々な思いを抱いている仲間たちと一緒に、朝日町の特産品でも開発できればいいな、なんて思いながら楽しく頑張っています。























